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令和５年度総合発表会＜２月８日＞

　
 ２月８日（木）、東高の学びの集大成である総合発表会が行われました。午前

は保育プランの劇に続き、各学年が取り組んだ「産業社会と人間」「総合的な

探究の時間」での成果と、「高校生防災セミナー」の活動発表がありました。

午後は、音楽、福祉・健康、外国語、文、調理・栄養、ビジネス、看護、服飾

の各プランの発表、ＥＳＤ活動として国際理解教育、地域連携教育に取り組ん

だ生徒の報告がありました。メディアホールや２階ギャラリーでは、美術、保育、

服飾プランや国語科・地歴公民科の授業での取組の成果の展示発表があり、多

くの生徒が熱心に鑑賞していました。今年度は４年ぶりの体育館での全員鑑賞

となり、１・２年生は３年生の堂々とした姿を直接目にし、自分がめざす目標

を得る機会とすることができました。

恵方巻（調理プラン）

文：　　　　　　　（猿投台中出身）

　　

とよた元気まつり

フルコース実習（調理プラン）

総合司会生徒　　　　　　　　文：　　　　　（豊南中学校出身）　

　総合発表会での司会の務めで、舞台袖にて待機していた私が見たのは、自分

の発表の番を緊張しながらも仲間を待つ、同級生の明るく自信に溢れた表情で

した。こんなに素敵な表情になれる「学び」って一体どんなのだろう。実際に

発表を観ている時は凄すぎて同じ学年とは思えない。学びを積み重ねた人って

こんなにも格好いいんだ。という感想ばかりが浮かび、「学び」がもつ、人を

変える力に感動したのを覚えています。

　私はとよた元気まつりで文字探しゲームのお手伝いをしました。遊び

に来てくれた子にルールの説明をするとき、わかりやすく伝えられるよ

うに試行錯誤しました。はじめは上手く伝えたいことを伝えることがで

きませんでした。回数を重ねるうちに説明できるようになりました。ゲー

ムで遊んでいる子が笑顔で楽しそうに会場内を歩いていてすごく嬉し

かったです。今回の活動で得た学びを次回からの活動で活かせるように

したいです。

　元気と笑顔、そして感動をお届けすることができる。それがとよた元

気まつりです。豊田市以外から来てくれるお客さんもいて、コロナによ

る自粛ムードから祭りを通してみんなが元気を取り戻すことができたと

思います。私は来場した子どもたちに消防士の服を着てもらって「消防

車の乗車体験」ができるブースを消防士の方々と一緒に担当しました。

　　　文：　　　　　　（岡崎市立北中学校出身）　

　　　　　　文：　　　　　　　（美里中学校出身）　

　令和６年１月３０日（火）、調理・栄養プラ

ン３年生が、２年間の集大成として「フルコー

ス実習」を行いました。「幸福がもたらされる

ように」との願いと感謝を込め、「柊」をテー

マに考えたメニューで、お世話になった先生方

を至福のひと時へと誘いました。様々なハプニ

ングが起きながらも、全員で力を合わせ、臨機

応変に対応し好評を得ました。　
　

　フルコース実習では、２年間の調理実習で身

に付けてきた技術や知識を活かし、「柊 ( ひい

らぎ )」というテーマのもと季節の食材を使用

して、先生方への感謝の気持ちを料理を通して

伝えることができました。自分たちだけで一か

ら準備するのはとても大変でしたが、仲間と力

を合わせて乗り越えることができ、プランの学

びの集大成として貴重な経験になりました。

　私が考えた「こってり ?! さっぱり⁈てりた

まロール」は、どの世代・性別の人も皆で美味

しく食べられることを意識して作成しました。

照り焼きチキンのこってり感は若い人や男性

に、レモン風味の卵やしそご飯のさっぱり感で

高齢者や女性にも、美味しく食べてもらえると

考えました。実際に商品としてキラキラ並んで

いる様子、買った報告をしてくれた友達が沢山

いたこと、全てが凄く幸せでした。貴重な経験

ができて、感謝でいっぱいです。
文：　　　　　　（松平中出身）　　


